
  

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館でホットになれる場所、心がホッとする場所を 

ご紹介します。 

２階旅ガイドのコーナーには 

日本各地の温泉の本が、 

実用書コーナーには 

編物、温かい飲み物、 

お鍋やスープの作り方の本が 

たくさんあります。 

３階窓から旧開智学校と松本城が見えます。 

日当たりが良く、お天気の良い日は 

暖かな日差しを感じられます。 

喫茶コーナーで景色を眺めながら 

温かい飲み物はいかがでしょうか。 

クリスマスフラワーアレンジ講座 

日時 １２月２１日（金）１３時３０分～１５時 

場所 本郷公民館 工作室 

講師 赤井幸子先生 

持ち物 花切りバサミかカッターナイフ 

材料費 ５００円 

定員 １０名（要申し込み） 

問い合わせ先 本郷図書館 ☎４６－１２６２ 
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袋  
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★中央図書館 ☎３２－００９９ 

１２月１日（土）１０時３０分～  

中央図書館３階視聴覚室 

☆中山文庫 ☎５８－５６６６ 

１２月１日（土）１０時３０分～ 中山文庫会議室 

★空港図書館 ☎８６－８４６０ 

１２月８日（土）１０時３０分～ 空港図書館会議室 

☆本郷図書館 ☎４６－１２６２ 

１２月８日（土）１１時～ 本郷公民館２階大会議室 

★波田図書館 ☎９２－７５０３（要申し込み） 

１２月８日（土）①１０時３０分～ ②１１時３０分～ 

２回公演 波田文化センター２階会議室 

☆寿台図書館 ☎５８－７１６７ 

１２月１５日（土）１１時～ 寿台公民館２階大会議室 

★あがたの森図書館 ☎３２－１７６１ 

１２月２３日（日）１４時～１５時 

あがたの森文化会館２－８教室 

※詳しくは各館にお問い合わせください。 

図 書館イベ ント・お しらせ  

図書館職員が様々なテーマで選んだ本を福袋にし

て貸出します。各福袋のタイトルをヒントにお選

びください。中身は開けてからのお楽しみ！！ 

※本の福袋は数に限りがあります。貸出はお一人

様１袋（３冊分の貸出）までです。 

※選んだらカウンターまでお持ちください。 

期間 平成３１年１月４日（金）～ 

（休館日除く、なくなり次第終了） 

開催場所 松本市図書館全館 

問い合わせ先 中央図書館 ☎３２－００９９ 

クリスマス会 

 図書館ホッとスポット 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。 

本についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調べ

していますので、お気軽にご利用ください。 

『小原古邨の小宇宙(ミクロコスモス)』 小原 古邨／[作] 小池 満紀子／著 青月社 

【 ７３３オ 所蔵館：寿台 】 

今まさに飛び立とうとする鳥。こぼれ落ちそうな蓮の花びら。動物や植物の一瞬をとらえ、

息づかいまで聞こえてきそうな花鳥版画の数々。海外で人気を博し、近年日本で再注目され

た小原古邨(こそん)を紹介する１冊です。 

『山登りはこんなにも面白い』 窪田 晋二[ほか]/著 ナカニシヤ出版 

【 山岳文庫 Ｓ２９１ヤ 所蔵館：中央 】 

 世間で知られている有名な山はみんなにとっての名山であるが、自分だけの名山はあ

るだろうか。ガイドブックに載っていない小さな山などを長年にわたり、自分の名山を求

めて山登りした人たちの物語です。 

児童書 

一般書 

平成３０年１０月１５日～ 

平成３０年１１月１５日受付 

１位『沈黙のパレード』   東野 圭吾/著、文藝春秋 

 

２位『下町ロケット [4]』  

池井戸 潤/著、小学館 

                

３位『愛なき世界』   三浦 しをん/著、中央公論新社 

 

４位『居酒屋ぼったくり 10』  

           秋川 滝美/著、アルファポリス  

 

５位『思い出が消えないうちに』  

川口 俊和/著、サンマーク出版 
 

 

松本市図書館 アルプスの山々 

 

1２月１３日（木）１2：３０～ 

チャンネル：79.1MHz  
※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください 

ＦＭまつもと 今月の出演 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ QR ｺｰﾄﾞ 

１位『おしりたんてい あやうしたんていじむしょ』 

            トロル/さく・え、ポプラ社 

2 位『ノラネコぐんだん おばけのやま』 

              工藤 ノリコ/著、白泉社 

『みえるとかみえないとか』  

       ヨシタケ シンスケ/さく、アリス館 

４位『おしりたんてい ふめつのせっとうだん』 

             トロル/さく・え、ポプラ社 

『おしりたんてい  

ププッおしりたんていがふたりいる!?』 

              トロル/さく・え、ポプラ社 

  『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 10』  

廣嶋 玲子/作、偕成社 

A 

ア『図説面白くてためになる！日本のしきたり』 

（永田 美穂／監修 2012 年／ＰＨＰ研究所） 

冬至の日、「かぼちゃを食べると病気にならない」

「風邪を引かない」などとよくいわれます。 

かぼちゃの黄色は、赤色とともに魔除けや厄除けに

効果のある色とされていたことから、かぼちゃに病気

を払ってくれるというパワーがあると信じられてい

ました。実際に、かぼちゃはカロチンをはじめ、ビタ

ミン A、B、C などを豊富に含んでいますから、野菜

が少ない冬場には、栄養面からしても理にかなったも

のであることがわかります。 

 

イ『絵でわかる社会科事典 4 年中行事＊祭り』 

（鎌田 和宏／監修 2013 年／学研教育出版） 

冬至の日に「ん」のつく食べ物を食べると、病気を

しないといういい伝えがあり、「ん」が二つつく、「な

んきん（かぼちゃ）」は、特に縁起がよいとされたこ

とがわかります。 

図書館に聞いてみよう！ 
【今月の事例】 

Ｑ 冬至になぜ「かぼちゃ」を食べるの？ 

 


